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▲「ひとめぼれ」の生育を観察する貴司さん。覚実さんと協力して農作業を迅速に進めます

▲�
畝
ご
と
に
差
を
つ
け
て
定
植
し
、
収
穫
時
期
の

長
期
安
定
を
図
り
ま
す

す
。
貴
司
さ
ん
は
「
太
く
て
バ
ラ
ン

ス
の
良
い
ネ
ギ
に
育
つ
と
や
り
が
い

を
感
じ
る
。
２
Ｌ
サ
イ
ズ
が
た
く
さ

ん
出
荷
で
き
る
と
う
れ
し
い
」
と
ほ

ほ
笑
み
ま
す
。

　
土
作
り
で
は
、
微
生
物
の
生
か
し

方
を
重
要
視
。
定
植
時
、
ネ
ギ
の
根

に
共
生
す
る
菌
根
菌
の
資
材
を
投
入

し
ま
す
。
ま
た
、
に
か
ほ
市
産
の
カ

キ
殻
を
仕
入
れ
て
洗
浄
。
乾
か
し
て

粉
砕
し
、
圃
場
に
す
き
込
ん
で
い
ま

由利本荘市矢島町
　　柴田　貴司 さん

　
由
利
本
荘
市
矢
島
町
の
柴
田
貴
司

さ
ん
（
45
）
は
、
父
の
覚か
く

実み

さ
ん

（
75
）
と
共
に
水
稲
11
㌶
、
ネ
ギ
40

㌃
を
手
が
け
ま
す
。
水
稲
は
「
ひ
と

め
ぼ
れ
」
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
を
70
筆

で
生
産
し
、
ネ
ギ
は
「
大
地
の
響

き
」
「
項
羽
一
本
太
」
「
ホ
ワ
イ
ト

ソ
ー
ド
」
を
露
地
で
栽
培
。
主
な
出

荷
先
は
Ｊ
Ａ
秋
田
し
ん
せ
い
で
す
。

覚
実
さ
ん
が
水
稲
、
貴
司
さ
ん
が
ネ

ギ
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

４
月
下
旬
に
種
を
ま
き
、
５
月
中

旬
か
ら
下
旬
に
田
植
え
。
９
月
下
旬

に
稲
刈
り
を
し
ま
す
。
子
吉
川
に
近

く
水
量
が
豊
富
な
た
め
近
年
の
猛
暑

に
は
、
か
け
流
し
で
対
応
し
ま
す
。

　
繁
忙
期
は
限
ら
れ
た
時
間
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
丁
寧
な
作
業
を
心
が

け
る
貴
司
さ
ん
。
産
業
用
無
人
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
で
防
除
す
る
際
は
、
周
囲

に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
ド
リ
フ
ト

に
配
慮
し
、
散
布
し
ま
す
。

菌
を
生
か
し
た
土
作
り

　
ネ
ギ
は
４
月
半
ば
か
ら
７
月
初
め

に
か
け
、
４
回
に
分
け
て
定
植
。
８

月
下
旬
か
ら
12
月
末
ま
で
収
穫
し
ま

豊かな風景残したい
　　ネギと水稲実直に

   カ

キ殻発見！
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▲「大地の響き」の圃場で管理機を操作する貴司さん

す
。
産
業
廃
棄
物
に
な
っ
て
し
ま
う

カ
キ
殻
を
活
用
し
た
、
循
環
型
農
業

を
実
践
し
ま
す
。

　
貴
司
さ
ん
は
以
前
、
会
社
勤
め
の

傍
ら
で
農
作
業
を
手
伝
っ
て
い
ま
し

た
。
専
業
農
家
を
志
し
、
同
Ｊ
Ａ
の

支
援
を
受
け
な
が
ら
ネ
ギ
に
つ
い
て

研
修
。
今
年
、
就
農
し
て
10
年
目
を

迎
え
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
情
報
収
集

　
近
隣
に
ネ
ギ
の
生
産
者
が
あ
ま
り

い
な
い
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

腐
病
の
発
生
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
収
入
保
険

に
加
入
し
、
経
営
努
力
で
は
避
け
ら

れ
な
い
不
慮
の
減
収
に
備
え
ま
す
。

　
今
後
は
経
営
を
統
合
し
、
将
来
的

に
は
覚
実
さ
ん
か
ら
継
承
す
る
貴
司

で
情
報
を
集
め
、
参
考
に
し
ま
す
。

小
ま
め
に
管
理
機
で
中
耕
し
、
雑
草

の
繁
茂
を
防
止
。
そ
の
ほ
か
、
緑
肥

と
し
て
ヒ
マ
ワ
リ
を
導
入
し
輪
作
し

て
い
ま
す
。

　
病
害
の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

天
気
予
報
や
気
温
を
確
認
し
適
期
防

除
に
努
め
ま
す
。
夏
場
は
ネ
ギ
褐
色

腐
敗
病
が
発
症
し
な
い
よ
う
速
や
か

に
調
製
。「
扇
風
機
を
使
っ
て
冷
風

を
当
て
た
り
、
早
急
に
冷
蔵
庫
に
入

れ
た
り
し
て
温
度
を
下
げ
て
い
る
」

と
話
し
ま
す
。

　
一
方
で
、
手
間
を
か
け
て
も
出
荷

量
に
は
簡
単
に
直
結
し
な
い
も
ど
か

し
さ
が
あ
り
、
労
働
力
不
足
が
課
題

で
す
。
「
作
業
し
に
来
て
く
れ
た
方

へ
十
分
に
賃
金
を
払
え
る
く
ら
い
、

規
模
を
拡
大
で
き
れ
ば
雇
用
を
生
み

出
せ
る
の
で
は
」
と
模
索
し
ま
す
。

耕
作
放
棄
地
増
や
さ
ず
に

　
ネ
ギ
は
乾
燥
に
強
い
も
の
の
、
昨

年
の
よ
う
な
極
端
な
少
雨
で
干
ば
つ

が
発
生
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う
に
乗

り
切
る
か
悩
む
と
い
い
ま
す
。
灌か
ん

水す
い

の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
誤
る
と
、
ネ
ギ
軟

さ
ん
。
「
今
の
景
色
を
保
ち
た
い
の

で
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
て

い
る
。
耕
作
放
棄
地
が
増
え
な
い
よ

う
、
適
し
た
品
目
を
見
定
め
な
が
ら

営
農
を
続
け
た
い
」
と
先
を
見
据
え

ま
す
。

　お米は塩おにぎりに、ネギは鍋の具材にするのが大好きな２人。
シール集めや、スクイーズで遊ぶことに夢中な仲良し姉妹です。盛り
付けたご飯は、撮影後おいしくいただきました。

左から、るかさん、父 貴司さん、りのさん

柴
田　

り
の
さ
ん
（
９
）

　
　
　

る
か
さ
ん
（
４
）

<

貴
司
さ
ん
・
ゆ
き
さ
ん
夫
妻
の
お
子
さ
ん>

表
紙
表
紙
のの
紹
介
紹
介
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稲
刈
り
の
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
水
稲
共
済

加
入
者
の
皆
さ
ま
は
圃
場
を
見
回
り
、
被
害
の
有
無
を

確
認
の
上
、
減
収
が
見
込
ま
れ
る
方
は
被
害
申
告
を
す

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
水
稲
共
済
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
各
支
所
農
産
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
県
北
支
所
農
産
課　
０
１
８
６

－

８
４

－

８
３
７
６

・
中
央
支
所
農
産
課　
０
１
８

－

８
７
４

－

７
３
８
１

・
県
南
支
所
農
産
課　
０
１
８
７

－

６
６

－

９
１
１
１

水稲
共済

  

被
害
申
告
４
つ
の
注
意
点

①
被
害
申
告
は
刈
り
取
り
前
に

　
収
穫
後
の
損
害
評
価
は
で
き
ま
せ
ん
。
被
害
申
告

は
、
必
ず
収
穫
前
に
お
願
い
し
ま
す

②
減
収
見
込
み
は
必
ず
被
害
申
告
を

　
圃
場
を
確
認
し
て
、
減
収
が
見
込
ま
れ
る
場
合
は

加
入
内
容
に
関
わ
ら
ず
、
必
ず
被
害
申
告
を
し
て
く

だ
さ
い

③
ど
の
方
式
で
も
被
害
申
告
が
必
要
で
す

　
全
相
殺
方
式
・
地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式
に
加
入

し
て
い
る
場
合
で
も
、
被
害
申
告
を
し
て
い
な
け
れ

ば
共
済
金
を
お
支
払
い
で
き
ま
せ
ん

④
受
付
期
日
の
ご
確
認
を

　
水
稲
共
済
加
入
者
の
方
に
は
、
被
害
申
告
の
受
付

月
日
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
期
日
ま
で
に
申
告
を
お

願
い
し
ま
す

損害評価が始まります損害評価が始まります
被害のある方は申告をしましょう被害のある方は申告をしましょう

風水害

干害

病害
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共
済
金
を
お
支
払
い
し
ま
し
た

　
令
和
７
年
産
水
稲
の
生
育
は
、
６
月
下
旬
か
ら

７
月
に
か
け
て
の
記
録
的
な
高
温
少
雨
で
早
期
化

し
ま
し
た
が
、
圃
場
内
に
入
水
で
き
ず
干
ば
つ
が

発
生
。
支
払
共
済
金
の
67
％
が
干
害
で
し
た
。
一

方
、
８
月
５
日
お
よ
び
19
日
か
ら
と
、
９
月
２
日

か
ら
の
大
雨
に
よ
り
一
部
圃
場
へ
土
砂
の
流
入
や

冠
水
が
発
生
し
、
減
収
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
豆
に
つ
い
て
も
干
害
が
発
生
し
、
着

莢き
ょ
う
の
減
少
や
株
の
枯
死
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
９

月
上
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
の
豪
雨
で
、
停
滞
水

の
あ
っ
た
圃
場
で
は
生
育
が
抑
制
。
収
穫
量
が
減

少
し
ま
し
た
。

加入方式別共済金支払いまでの流れ

地域インデックス
方式に加入の場合

半 相 殺 方 式 に
加 入 の 場 合全相殺方式に加入の場合

支払い
予定月 翌年２月 12月翌年

６～７月
12月～

翌年２月

補償
内容

調査
方法

◆水稲共済金（半相殺方式・全相殺方式・地域インデックス方式）

引受方式 戸数 被害面積
（アール） 金額（円）

半 相 殺 351 60,366.8 89,081,496
（施設型） 379 51,400.3 59,789,337
（帳簿型） 524 179,832.4 206,651,478
全 相 殺 計 903 231,232.7 266,440,815
地域インデックス 6 517.7 1,120,240
合 計 1,260 292,117.2 356,642,551

◆大豆共済金（半相殺方式・全相殺方式）

引受方式 戸数 被害面積
（アール） 金額（円）

半 相 殺 20 11,597.8 3,959,039
全 相 殺 137 48,218.5 28,786,669
合 計 157 59,816.3 32,745,708

地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式

９
割
（
８
割
・
７
割
）
補
償

　

減
収
が
あ
り
、
か
つ
地
域

（
耕
地
の
属
す
る
市
町
村
）
の

単
収
が
過
去
の
平
均
単
収
の
９

割
（
８
割
ま
た
は
７
割
）
を
下

回
る
と
見
込
ま
れ
る
場
合

全
相
殺
方
式

９
割
（
８
割
・
７
割
）
補
償

　
耕
地
全
体
の
合
計
が
基
準
収

穫
量
の
９
割
（
８
割
ま
た
は
７

割
）
を
下
回
る
と
見
込
ま
れ
る

場
合

※
増
収
分
も
加
味
し
ま
す

市
町
村
別
統
計
単
収
の
確
認

　
現
地
確
認
と
国
が
公
表
す
る
統
計

デ
ー
タ
の
単
収
を
用
い
て
調
査
し
ま

す 申
告
書
類
等
調
査
（
帳
簿
型
）

　
現
地
確
認
と
税
務
申
告
さ
れ
た
書

類
な
ど
を
調
査
し
ま
す

出
荷
デ
ー
タ
調
査
（
施
設
計
量
型
）

　
現
地
確
認
と
乾
燥
調
製
し
た
計
量

結
果
を
調
査
し
ま
す

半
相
殺
方
式

８
割
（
７
割
・
６
割
）
補
償

　
耕
地
全
体
の
合
計
が
基
準
収

穫
量
の
８
割
（
７
割
ま
た
は
６

割
）
を
下
回
る
と
見
込
ま
れ
る

場
合

※
増
収
分
は
加
味
し
ま
せ
ん

農
家
申
告
抜
取
調
査

　
被
害
耕
地
の
一
部
を
任
意
に
抽
出

し
、
検
見
ま
た
は
実
測
に
よ
り
調
査

し
ま
す
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保険期間中に下記の事由が発生した場合は、
　　各支所農産課へ速やかにご連絡をお願いします

ご加入者の皆さまへ

令
和
９
年
の

加
入
申
請
受
け
付
け
中

収入
保険

　
令
和
９
年
を
保
険
期
間
と
す
る

収
入
保
険
の
加
入
申
し
込
み
が
始

ま
り
ま
す
。
新
規
加
入
を
希
望
す

る
方
は
、
12
月
末
日
（
法
人
は
事

業
年
度
開
始
月
の
前
月
末
）
ま

で
、
お
近
く
の
支
所
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　
収
入
保
険
は
、
制
度
の
充
実
を

図
る
た
め
常
に
見
直
し
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
年
は
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
甚
大
な
被
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。安
心
し
て

営
農
が
で
き
る
よ
う
、
収
入
保
険

へ
の
加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

加
入
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方

は
、
青
色
申
告
決
算
書
な
ど
税
務

申
告
書
類
の
写
し
（
令
和
４
～
７

年
分
）
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
青

色
申
告
実
績
が
１
年
か
ら
で
も
加

入
で
き
ま
す
。
詳
し
い
内
容
を
知

り
た
い
方
は
、
お
近
く
の
支
所
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆営農計画の変更
　・作付面積や栽培作物を変更したときは、作付け後１カ月以内に！

◆事故発生
　・収入が減少する事故（被害）が発生したときは、被害が確認できるうちに！
　※被害が分かる写真撮影をお願いします
　※価格低下など、目に見えない減収要因も把握した時点でご連絡ください
　※加入者の「病気やけが」の場合は、組合までお問い合わせください

◆その他、契約に関する変更
　・�契約者の死亡による承継や、個人の法人化、法人への経営譲渡、法人の
　　事業年度変更や変更予定がある場合は、ご連絡ください

連絡が遅れた場合、保険金等の支払いが免責となり減額され
ますので、ご注意ください
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□青色申告をするメリットについて教えてほしい
□事業所得がいくらあれば、青色申告にするメリットがありますか
□電気料など、農業用と家庭用はどのように案分したら良いですか
□法人化するメリットは何ですか

開催します

農産部　農産部長　石田　稔明

こ
れ
ま
で
に
多
く
の
方
々
か
ら

「
分
か
り
や
す
い
内
容
だ
っ

た
」「
青
申
の
疑
問
点
が
解
消

で
き
た
」
な
ど
の
声
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
回
も
た
く
さ
ん

の
ご
参
加
を
、
お
待
ち
し
て
い

ま
す

◆日　　時　11月20日（金）午後１時～３時半
◆対 象 者　�これから青色申告を始めようとしている方

◆研修内容　①税理士による研修
　　　　　　　「青色申告を始めましょう」
　　　　　　　　～青色申告の手続きと実務などについて～
　　　　　　②農業簿記ソフト会社による研修
　　　　　　　�「農業簿記ソフトを活用した青色申告書類作

成の流れ」

◆開催場所　�各支所、出張所（参加人数により、開催場所が
変わる場合がありますのでご了承願います。テ
レビ会議システムによるリモート受講です）

◆受 講 料　無料

◆申込期限　10月30日（金）
　各支所までご連絡ください。お電話番号は下記の通りです
　・県北支所　農産課（０１８６－８４－８３７６）
　・中央支所　農産課（０１８－８７４－７３８１）
　・県南支所　農産課（０１８７－６６－９１１１）

農林水産省公式
収入保険PRキャラクター

「しゅうほちゃん」

研修会を青 色 申 告

どんな質問も受け付けますので、ぜひお気軽にご参加ください

昨年の研修会は91人の方々にご参加いただき、
以下のような質問が出されました

　NOSAIでは、これから新たに「青色申告」を始めたいと考えている農業者を
対象とした研修会を開催します。この機会に参加して青色申告を始めましょう。
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昨
年
度
は
農
機
具
の
転
覆
と
墜
落
事
故
が
24
台
発
生

し
、
16
台
が
全
損
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
機
械
が
高
額
化

し
、
買
い
替
え
は
大
き
な
負
担
で
す
。
繁
忙
期
は
気
持

ち
が
焦
り
ま
す
が
、
性
能
を
過
信
し
た
無
理
な
運
転
は

危
険
で
す
。
収
穫
前
に
は
畦け
い
畔は
ん
の
草
を
刈
っ
て
見
通
し

を
良
く
し
、
安
全
に
農
作
業
を
進
め
ま
し
ょ
う
。
併
せ

て
農
機
具
共
済
へ
の
加
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
各
支
所
資
産
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

・
県
北
支
所
資
産
課　
０
１
８
６

－

８
４

－

８
３
７
７

・
中
央
支
所
資
産
課　
０
１
８

－

８
７
４

－

７
３
８
５

・
県
南
支
所
資
産
課　
０
１
８
７

－

６
６

－

９
１
１
２

　
農
機
具
を
入
れ
替
え
た
際
は
、
速
や
か
に
（
14

日
以
内
）
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
事
故
発
生

後
に
型
式
の
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
忘
れ
ず

に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

中
古
で
購
入
さ
れ
た
方
へ

　
中
古
で
購
入
、
ま
た
は
購
入
（
販
売
時
期
）
か

ら
８
年
以
上
経
過
し
た
機
体
は
、
入
れ
替
え
の
際

に●
売
買
契
約
書
ま
た
は
領
収
証
の
写
し

が
必
要
で
す
。
ご
準
備
で
き
な
い
場
合
は
、
次
の

い
ず
れ
か
の
書
類
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●�

メ
ー
カ
ー
直
営
販
売
店
、
Ｊ
Ａ
農
機
具
販
売
店

が
発
行
し
た
販
売
証
明
書

●�

請
求
書
＋
引
き
落
と
し
た
通
帳
（
写
し
）

●�

販
売
業
者
へ
の
振
込
用
紙
（
領
収
印
が
あ
る
も

の
）

※
最
終
販
売
時
期
か
ら
16
年
以
上
経
過
し
た
農
機

具
は
ご
加
入
い
た
だ
け
ま
せ
ん

　格納中の事故を補償する「火災共済」と、
一部自然災害や稼働中の事故に対する補償
を加えた「総合共済」があります。特約を
付けない場合、100万円当たりの掛金は火
災共済で1,500円、総合共済では普通物件
が4,000円、特殊物件が14,000円です。

農機具
共済

農
機
具
共
済
に
加
入
し
て

農
機
具
共
済
に
加
入
し
て

農
作
業
を
安
全
に
進
め
よ
う

農
作
業
を
安
全
に
進
め
よ
う

◆掛金表
加入金額

種類 500万円 1,000万円

掛　
　
金

火 災 共 済 7,500円 15,000円
総
合
共
済

普通物件 20,000円 40,000円

特殊物件 70,000円 140,000円

農
機
具
を
買
い
替
え
た
方
は

　
　
　
す
ぐ
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
！

令和７年度共済金内訳

接触

墜落・転覆

異物の
巻き込み

その他の
原因

906台のうち24台
にもかかわらず、
支払共済金は全体
の約３割を占めま
した
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　令和９年４月１日からNOSAI秋田で働く仲間を募集します。
　詳細は組合ホームページをご覧ください。
採用予定人数 ５人程度

業 務 内 容 農業保険法に基づく業務（事務・現地調査・損害評価・保険の推進など）

勤 務 地 本所・各支所（北秋田市・秋田市・大仙市）

待 遇 関 係
初任給の目安は右のとおり。職務経験がある場合は、経験年数を勘
案して初任給を決定します。通勤手当、期末勤勉手当、扶養手当、
住居手当等はそれぞれの要件により支給します。

高校卒：208,343円
短大卒：224,369円
大学卒：239,488円

受 験 資 格
①�平成８年４月２日から平成21年４月１日までに生まれ、高校卒業以上の学歴（令和９年
３月卒業見込みを含む）を有する者
②普通自動車免許を取得（採用時までに免許取得見込みを含む）している者。AT限定可

申 込 方 法 申込書類を郵送または持参。様式はホームページまたは本所・各支所で受取可

募 集 期 間 令和８年９月11日（金）まで（必着）

試 験 日 時
令和８年９月24日（木）　　適性試験（SPI3）・作文
令和８年９月25日（金）　　面接試験
※受験者数によっては、面接試験を24日作文終了後に実施します。

試 験 会 場 秋田県農業共済会館（秋田市中通三丁目４番50号）

一般職職員採用試験について

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
は
、地
域
農
業
の
発
展
に
貢
献
で
き
る

仕
事
で
す
。意
欲
的
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
に
あ
ふ
れ
、

農
家
か
ら
信
頼
さ
れ
る
方
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

若
手
職
員

　
活
躍
中

破損した農機具の
撮影を行い、損害
を調査します

園芸施設共済を引
き受けるため、ビ
ニールハウスの大
きさを計測します

組合員からの問い合
わせに応対。電話で
答えたり、訪問する
日時を相談したりし
ます

来所した組合員へ、
パンフレットを使って
制度の説明をします
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行
者
ニ
ン
ニ
ク
と
ニ
ラ
を
交
配
さ

せ
、
宇
都
宮
大
学
が
開
発
し
た
行
者

菜
。
寒
冷
な
気
候
が
適
し
、
北
海
道
と

東
北
５
県
の
生
産
者
グ
ル
ー
プ
「
全
国

行
者
菜
研
究
会
」
に
よ
っ
て
栽
培
さ
れ

て
い
ま
す
。
硫
化
ア
リ
ル
が
豊
富
で
、

強
い
香
り
が
特
徴
で
す
。

　
県
内
で
は
「
田
沢
湖
行
者
菜
会
（
会

員
４
人
）」が
組
織
さ
れ
、
行
者
菜
の
普

及
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
会
長
を
務

め
る
仙
北
市
田
沢
湖
生
保
内
の
田
口
正

幸
さ
ん
（
68
）
は
、
平
成
25
年
に
導
入

し
ま
し
た
。
現
在
の
作
付
面
積
は
２
㌃

で
す
。

　
土
壌
改
良
剤
と
堆
肥
を
投
入
し
て
、

６
月
中
旬
に
苗
を
定
植
し
ま
す
。
ビ

ニ
ー
ル
を
マ
ル
チ
ン
グ
し
て
養
成
し
、

翌
年
か
ら
収
穫
を
開
始
。
収
穫
し
過
ぎ

る
と
株
が
弱
ま
る
た
め
、
４
月
末
か
ら

９
月
末
の
う
ち
、
３
回
ま
で
に
と
ど
め

ま
す
。
４
年
経
過
し
た
ら
改
植
し
、
株

を
更
新
し
ま
す
。

　
75
㌢
幅
の
防
草
シ
ー
ト
を
張
り
、
通

路
を
確
保
。
条
間
は
55
㌢
、
株
間
は
35

㌢
に
し
ま
し
た
。
田
口
会
長
は
「
株
が

混
ん
で
く
る
と
葉
が
こ
す
れ
て
し
ま
う
。

刈
る
た
め
に
か
が
ん
だ
際
、
体
が
当

た
っ
て
葉
が
折
れ
る
と
傷
み
の
原
因
に

な
る
」
と
話
し
、
作
業
効
率
を
考
慮
し

た
畑
作
り
を
行
い
ま
す
。

知名度アップを目指して
高品質を追求し続ける

vol.3 行者菜

田沢湖行者菜会仙北市
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土
作
り
を
重
要
視
し
品
質
高
め
る

　
２
年
目
以
降
は
、
雪
消
え
と
同
時
に

石
灰
や
炭
、
ゼ
オ
ラ
イ
ト
な
ど
を
圃
場

に
投
入
。
保
水
力
と
保
肥
力
を
高
め
ま

す
。
堆
肥
で
マ
ル
チ
ン
グ
し
、
化
成
肥

料
は
使
用
し
ま
せ
ん
。
堆
肥
を
過
剰
に

与
え
る
と
倒
伏
し
て
し
ま
う
た
め
、
量

の
見
極
め
が
重
要
で
す
。
越
冬
し
、
養

分
を
十
分
に
蓄
え
た
初
物
は
、
葉
が
厚

く
色
と
味
が
最
も
濃
い
と
い
い
ま
す
。

　
病
害
に
は
強
い
一
方
、
ネ
ギ
コ
ガ
の

幼
虫
が
新
芽
を
食
い
荒
ら
す
虫
害
に
注

意
が
必
要
で
す
。
田
口
会
長
は
、
除
菌

用
ア
ル
コ
ー
ル
に
ト
ウ
ガ
ラ
シ
の
粉
末

を
加
え
て
忌
避
剤
を
作
成
。
葉
面
に
散

布
し
、
食
害
を
防
ぎ
ま
す
。

　
気
温
が
上
が
る
と
葉
が
広
が
り
扱
い

に
く
く
、
手
間
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
葉
が
ピ
ン
と
立
ち
上
が
り
、
鮮
度

の
良
い
未
明
か
ら
収
穫
を
開
始
。
包
丁

を
使
っ
て
株
元
か
ら
刈
り
取
り
ま
す
。

袋
詰
め
の
際
に
は
加
工
し
た
塩
ビ
パ
イ

プ
を
活
用
し
、
作
業
効
率
を
向
上
し
ま

し
た
。

　
丸
果
秋
田
県
青
果
株
式
会
社
に
出
荷

す
る
ほ
か
「
駅
前
物
産
館
田
沢
湖
市
」

な
ど
で
販
売
。
加
え
て
飲
食
店
へ
の
営

業
活
動
を
行
い
、
販
路
開
拓
の
努
力
を

惜
し
み
ま
せ
ん
。

　
行
者
菜
の
認
知
度
向
上
と
、
生
産
者

数
増
加
を
目
標
に
掲
げ
る
田
口
会
長
。

「
個
人
の
面
積
は
拡
大
せ
ず
、
良
質
な

も
の
を
安
定
し
て
作
り
続
け
た
い
。
行

者
菜
に
興
味
の
あ
る
方
が
い
れ
ば
、
指

導
に
尽
力
し
た
い
」
と
前
を
向
き
ま
す
。

■
16
頁
に
関
連
記
事

▲�刈り取り時期に差をつけ、安定出荷します▲�収穫後、傷んだ葉や薄皮をエアーブ
ローガンで吹き飛ばします

▲�後ほど切り落とすことを考慮
し、110㌘に計量します

▲��「毎日食べているから元気
だよ」とほほ笑む田口会長

▲��葉が折れないように袋詰め
し、出荷準備完了です

▲根元をテープで結束します▲�50㌢にカットします（ちょうど
100㌘になります）

　田口会長が生産した行者菜を、
いとくやジェイマルエーなど県内
のスーパーに卸しています。
　ニラに比べて傷みが少なく棚持
ちが良いため、お客さまから好評
です。田口会長の丁寧な仕事ぶり
の賜物で、一度食べると品質の高
さをご理解していただけます。
　現状は、まだ行者菜を知らない
人が多いです。流通面からサポー
トし、たくさんの方に魅力を伝え
たいです。

丸果秋田県青果株式会社
野菜部　課長兼第３グループ長

田村　智
さとる

 さん

作り手を支える
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あきた だより

　

能
代
市
檜
山
の
元
祖
檜
山
納
豆
株

式
会
社
（
15
代
目
庄
右
衛
門
、
西
村

省
一
代
表
取
締
役
、
69
歳
）
が
製
造

す
る
「
檜
山
納
豆
」
。
原
料
に
は
地

元
産
「
あ
き
た
白
神
大
豆
（
リ
ュ
ウ

ホ
ウ
）」
を
１
０
０
％
使
用
し
ま
す
。

大
粒
で
甘
み
が
強
く
、
納
豆
に
し
た

際
の
ふ
っ
く
ら
し
た
食
感
と
大
豆
本

来
の
う
ま
み
が
特
徴
で
す
。

　

商
品
の
中
で
象
徴
的
な
の
は
、
稲

わ
ら
で
包
む
「
わ
ら
づ
と
納
豆
」
。

近
年
は
機
械
化
が
進
み
、
良
質
な
長

わ
ら
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま

す
が
、
能
代
山
本
地
域
な
ど
で
く
い

が
け
し
、
天
日
干
し
さ
れ
た
稲
わ
ら

　

羽
後
町
貝
沢
で
３
代
続
く
佐
藤
豆

腐
店
。
同
店
を
運
営
す
る
佐
藤
栄え
い

勇ゆ
う

代
表
（
68
）
は
妻
の
恵
子
さ
ん
（
72
）

と
、
パ
ー
ト
従
業
員
１
人
と
共
に
製

造
を
行
い
ま
す
。

　

売
れ
筋
は
「
寄
せ
と
う
ふ
」
で
、

９
０
０
㌘
入
り
税
込
み
４
８
０
円
。

店
頭
の
ほ
か
、
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
西

馬
音
内
店
や
道
の
駅
う
ご
な
ど
で
販

売
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
の
商
品
も

地
域
住
民
か
ら
人
気
が
高
い
で
す
。

　

約
12
年
前
に
輸
入
大
豆
か
ら
切
り

替
え
、
現
在
は
Ｊ
Ａ
こ
ま
ち
か
ら
年

間
９
千
㌔
の
大
豆
を
仕
入
れ
ま
す
。

地
元
産
「
リ
ュ
ウ
ホ
ウ
」
を
１
０
０

を
中
心
に
製
造
を
続
け
ま
す
。

　

わ
ら
づ
と
作
り
は
現
在
も
、
人
の

手
に
よ
る
作
業
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

一
本
一
本
わ
ら
を
選
び
、
形
を
整
え

な
が
ら
包
み
込
む
工
程
に
は
、
熟
練

の
技
術
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
西
村
代

表
が
お
勧
め
す
る
食
べ
方
は
、
塩
で

味
わ
う
こ
と
。
大
豆
の
甘
み
と
う
ま

み
が
際
立
ち
ま
す
。

　

西
村
代
表
は
「
地
域
の
農
家
が
育

て
た
大
豆
だ
か
ら
こ
そ
、
檜
山
納
豆

は
成
り
立
つ
。
農
業
と
食
文
化
が
結

び
付
い
た
伝
統
を
守
り
、
次
世
代
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と
力
を
込
め

ま
す
。

％
使
用
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

佐
藤
代
表
は
「
み
そ
造
り
に
適
す

る
リ
ュ
ウ
ホ
ウ
を
豆
腐
に
し
よ
う
と

は
、
当
時
誰
も
考
え
な
か
っ
た
。
満

足
の
い
く
出
来
に
な
る
ま
で
何
度
も

試
行
を
重
ね
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　

同
Ｊ
Ａ
管
内
で
生
産
さ
れ
た
大
豆

の
品
質
が
良
い
こ
と
を
知
っ
て
い
た

と
い
う
佐
藤
代
表
。
取
り
扱
い
は
難

し
い
も
の
の
、
そ
の
分
お
い
し
い
豆

腐
に
な
る
た
め
自
信
を
見
せ
ま
す
。

「
健
康
を
第
一
に
、
こ
れ
か
ら
も
地

元
産
大
豆
の
味
を
大
切
に
守
り
続
け

て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

▲
�

「
薬
味
に
『
あ
き
た
白
神
ね
ぎ
』
を
添
え
る

の
が
定
番
」
と
西
村
代
表

▲
�

作
業
に
励
む
佐
藤
代
表

あ
き
た
白
神
大
豆
を
使
用

甘
み
強
く
、大
豆
本
来
の
う
ま
み

「
リ
ュ
ウ
ホ
ウ
」１
０
０
％
で
豆
腐
作
り

　
　
　
地
元
産
大
豆
の
味
守
る

元
祖
檜
山
納
豆
株
式
会
社

佐
藤
豆
腐
店

能代市能代市

羽後町羽後町

▲�商品は木綿豆腐と絹豆腐、油揚げ、
寄せ豆腐があります

読者プレゼント詳しくは15頁をご覧ください。

▲�県内各スーパーのほか、東京都の
アンテナショップなどで販売中
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あきた だより

　

秋
田
市
上
新
城
で
花
工
房
Ｆ
ｉ
ｅ

ｌ
ｄ
Ｃ
ａ
ｎ
ｖ
ａ
ｓ
（
フ
ィ
ー
ル
ド

キ
ャ
ン
バ
ス
）
を
運
営
す
る
石
井
南

さ
ん
（
42
）。
自
身
が
栽
培
し
た
花

を
使
っ
た
体
験
企
画
や
、
ド
ラ
イ
フ

ラ
ワ
ー
作
品
の
制
作
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

石
井
さ
ん
は
ハ
ウ
ス
11
棟
を
使
い
、

家
族
で
花
苗
を
栽
培
。
パ
ン
ジ
ー
や

ビ
オ
ラ
を
中
心
に
、
30
～
40
品
種
を

年
間
約
15
万
株
生
産
し
ま
す
。

　

工
房
で
は
、
育
て
た
花
を
摘
ん
で

遊
べ
る
企
画
「
花
ま
ま
ご
と
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
す
り
つ
ぶ
し
て
水

を
着
色
し
た
り
、
皿
に
盛
り
付
け
た

　

露
地
で
輪
ギ
ク
60
㌃
や
小
ギ
ク
40

㌃
を
栽
培
す
る
ほ
か
、
ハ
ウ
ス
１
棟

５
㌃
で
ス
プ
レ
ー
ギ
ク
を
手
が
け
る

横
手
市
十
文
字
町
の
佐
藤
頌
也
さ
ん

（
41
）。
５
月
上
旬
か
ら
６
月
中
旬

に
か
け
て
定
植
し
、
７
月
下
旬
か
ら

10
月
中
旬
ま
で
収
穫
を
行
い
ま
す
。

　

盆
や
秋
彼
岸
向
け
の
最
盛
期
に
は
、

１
日
当
た
り
約
１
万
本
を
収
穫
。
所

属
す
る
Ｊ
Ａ
秋
田
ふ
る
さ
と
花か

き卉
総

合
部
会
を
通
じ
、
県
内
の
ほ
か
仙
台

市
や
首
都
圏
の
市
場
へ
出
荷
し
ま
す
。

　

人
工
的
に
光
を
当
て
、
開
花
時
期

を
調
整
す
る
電
照
栽
培
を
行
う
佐
藤

さ
ん
。
昨
年
は
県
の
助
成
を
活
用

り
す
る
な
ど
用
途
は
自
由
。
子
供
を

中
心
に
人
気
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
生
産
し
た
花
の
１
割
を
乾

燥
加
工
。
10
色
ほ
ど
に
染
色
し
、
イ

ン
テ
リ
ア
フ
ラ
ワ
ー
作
品
の
制
作
に

励
み
ま
す
。
ハ
ン
ド
メ
ー
ド
用
の
花

材
も
販
売
中
で
す
。

　

イ
ン
テ
リ
ア
フ
ラ
ワ
ー
の
制
作
体

験
で
講
師
を
務
め
る
な
ど
、
自
家
産

の
強
み
を
生
か
し
て
活
動
を
続
け
る

石
井
さ
ん
。「
近
年
は
花
の
需
要
が

減
り
、
花
き
農
家
の
高
齢
化
も
進
ん

で
い
る
。
花
を
絶
や
す
こ
と
な
く
続

け
、
触
れ
て
も
ら
え
る
機
会
を
長
く

提
供
し
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

し
、
白
熱
電
球
か
ら
発
光
ダ
イ
オ
ー

ド
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）
へ
切
り
替
え
ま
し
た
。

電
気
代
が
高
騰
す
る
中
で
「
少
し
で

も
費
用
を
抑
え
ら
れ
れ
ば
」
と
期
待

を
寄
せ
ま
す
。

　

ま
た
、
遮
光
ネ
ッ
ト
の
導
入
や
「
ア

イ
ス
バ
リ
ア
」「
グ
リ
ー
ン
ス
テ
ム
」

な
ど
高
温
対
策
資
材
を
取
り
入
れ
る

ほ
か
、
労
働
力
を
確
保
し
な
が
ら
灌か
ん

水す
い

作
業
に
も
力
を
入
れ
ま
す
。

　

佐
藤
さ
ん
は
「
安
定
し
て
高
収
入

を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
一
番
の
目

標
。
需
要
が
高
ま
る
時
期
に
合
わ
せ

て
品
質
の
良
い
も
の
を
消
費
者
に
届

け
て
い
き
た
い
」
と
張
り
切
り
ま
す
。

▲�「精
せいびし

菱」の花芽決めをする佐藤さん

自
家
産
花
き
を
活
用

ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
の
制
作
や
体
験
も

高
温
対
策
や
コ
ス
ト
削
減

　
　
　
工
夫
凝
ら
し
安
定
生
産

石
井
　

南
さ
ん

佐
藤
頌の
ぶ

也や

さ
ん

秋田市秋田市

横手市横手市

▲�インテリアフラワー作品に使うドラ
イフラワーの数々

▲�「自然に触れ、花を身近に感じてほ
しい」と石井さん。イベントや作品
の情報はホームページで公開中
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　詳しくは、国税相談専用ダイヤル（０５７０－
００－５９０１）にお尋ねください。

（秋田南税務署）

知っトク

税の話
令和８年度税制改正について
　　　　　　　　　　（所得税）
Ｑ　令和８年度税制改正で青色申告特別控除が
変わると聞きましたが、どのように変わるので
しょうか。
Ａ　令和８年度税制改正において、青色申告特
別控除は、次の改正がなされました。なお、この
改正は、令和９年分以後の所得税について適用さ
れます。
（１）請求書データなどとの自動連携や訂正削除
履歴の記録など、一定の条件を満たす電子帳簿を
作成および保存している納税者を対象として控除
額の上限を引き上げる（65万円→75万円）。
（２）簡易簿記による控除（10万円）の適用
は、①事業所得もしくは不動産所得に係る前々年
の収入が1,000万円以下の納税者、または②事業
としての規模に満たない不動産所得者などに限定
する。
（３）複式簿記による控除（（１）を除く。65万円）
の適用は、電子申告を条件とする。

　
地
元
Ｊ
Ａ
に
勤
め
て
５
年
目
で
す
。
職

場
は
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
親
し
み
や
す
く
、

安
心
し
て
働
け
て
い
ま
す
。
女
性
部
な
ど

イ
ベ
ン
ト
の
企
画
を
し
て
い
ま
す
。
参
加

し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
か
ら
「
楽
し

か
っ
た
」
と
い
わ
れ
る
と
、
と
て
も
う
れ

し
い
で
す
。

　

鹿
角
市
の
特
産
「
北
限
の
桃
」
の

ジ
ュ
ー
ス
販
売
も
担
当
し
て
い
ま
す
。
お

い
し
さ
が
詰
ま
っ
た
人
気
の
あ
る
商
品
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
方
に
飲
ん

で
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
刀
鑑
賞
が
好
き
な
の
で
、
全
国
の

神
社
や
美
術
館
を
巡
り
実
物
を
見
て
み
た

い
で
す
。

川上　華
か

月
づき

さん（26）
～ 鹿角市 ～

キ
ラ
キ
ラ

        

こ
ま
ち

キ
ラ
キ
ラ

        

こ
ま
ち

≪改正前≫
条　　　　　件 控除額

複式簿記＋イ～ハのいずれか

65万円
イ　優良な電子帳簿（訂正削除履歴）

ロ　請求書データなどとの自動連携

ハ　電子申告

複式簿記（上記イ～ハを満たさず≒書面申告） 55万円

簡易簿記 10万円

≪改正後≫
条　　　　　件 控除額

複式簿記+電子申告+イ・ロのいずれか

75万円イ　優良な電子帳簿（訂正削除履歴）

ロ　請求書データなどとの自動連携

複式簿記+電子申告 65万円

複式簿記（書面申告）
10万円

簡易簿記【対象を限定】
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由 利 支 所  TEL 0184-24-3301
仙 北 支 所  TEL 0187-63-1066
横手市支所  TEL 0182-32-4150
雄 勝 支 所  TEL 0183-73-7131

■本　　所　TEL 018-884-5222　　　 ■県北支所　TEL 0186-84-8375
■中央支所　TEL 018-874-7200　　　 ■県南支所　TEL 0187-63-1066

NOSAIへのお問い合わせは

　
台
風
は
毎
年
各
地
で
甚
大
な
被
害

を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。
台
風
の

接
近
な
ど
で
事
故
の
発
生
が
見
込
ま

れ
る
場
合
は
、
園
芸
施
設
共
済
や
建

物
共
済
へ
の
加
入
申
し
込
み
は
で
き

ま
せ
ん
。
余
裕
を
も
っ
た
申
し
込
み

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
県
内
で
は
近
年
水
害
が
多
発
し
て

い
ま
す
。
園
芸
施
設
共
済
や
建
物
共

済
、
農
機
具
共
済
に
ご
加
入
の
物
件

に
事
故
が
発
生
し
た
場
合
は
、
速
や

か
に
お
近
く
の
支
所
資
産
課
へ
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
修
理
後
や
損

害
部
品
の
廃
棄
後
の
連
絡
で
は
損
害

を
確
認
で
き
ず
、
共
済
金
を
お
支
払

い
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

県
北
支
所
資
産
課

　
０
１
８
６

－

８
４

－

８
３
７
７

中
央
支
所
資
産
課

　
０
１
８

－

８
７
４

－

７
３
８
５

県
南
支
所
資
産
課

　
０
１
８
７

－

６
６

－

９
１
１
２

　
農
業
共
済
新
聞
は
、
農
業
保
険
や

営
農
技
術
な
ど
の
役
立
つ
情
報
を
お

届
け
す
る
週
刊
紙
で
す
。
「
あ
き
た

版
」
や
「
東
北
版
」
で
は
、
県
内
の

身
近
な
話
題
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
毎
月
３
週
号
で
は
魅
力
的
な
読
者

プ
レ
ゼ
ン
ト
企
画
を
実
施
中
。
県
内

各
地
の
加
工
品
な
ど
当
選
賞
品
が
充

実
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
新
規
購

読
し
て
応
募
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

２
カ
月
間
の
無
料
お
試
し
購
読
も
で

き
ま
す
の
で
、
試
読
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
お
近
く
の
支
所
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

・
発
行
日　
毎
週
水
曜
日

・
年
間
購
読
料　
５
５
２
０
円

　
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
と
は
、

自
然
災
害
や
感
染
症
、
大
事
故
が
発

生
し
た
場
合
に
お
い
て
も
中
核
と
な

る
事
業
を
継
続
さ
せ
た
り
、
可
能
な

限
り
短
時
間
で
事
業
を
復
旧
さ
せ
た

り
す
る
た
め
の
方
法
、
手
法
な
ど
を

あ
ら
か
じ
め
取
り
決
め
て
お
く
計
画

の
こ
と
で
す
。

　
農
林
水
産
省
で
は
、
農
業
者
が
経

営
の
リ
ス
ク
に
備
え
る
た
め
の
取
り

組
み
の
一
環
と
し
て
、
農
業
版
Ｂ
Ｃ

Ｐ
の
策
定
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
新

た
に
農
業
者
向
け
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が

作
成
さ
れ
、
同
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

掲
載
事
例
を
参
考
に
、

Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

からの
お知らせ

台
風
シ
ー
ズ
ン
前
に
ご
加
入
を

農
業
共
済
新
聞
を

　
　
　
　
　
購
読
し
ま
せ
ん
か

農
業
版
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を

　
　
　
　
　
策
定
し
ま
し
ょ
う

事
故
発
生
後
の
連
絡
は

　
　
　
　
　
　
　
　
お
早
め
に

当選者の発表は商品の発送をもって代えさせていただきます。
前号の答えは「難しい」でした。

　行者菜は、行者ニンニクと何を交配させた
野菜でしょう（10頁参照）。正解者の中から抽
選で５人の方に、12頁で紹介した檜山納豆を
プレゼントします。

　組合ホームページからも応募できま
す。必要事項と、「ご用件」欄に①答え
②感想や要望③年齢を入力の上、送信
してください。

①クイズの答え
②９月号でよかった記事や感想。ＮＯＳＡＩへの要望など（必ず）
③郵便番号　住所
④氏名　⑤年齢
⑥電話番号

0 1 0 0 0 0 1

‐
４
‐
３
通
中
市
田
秋

50

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
秋
田

　
　
　
　
　 

総
務
課

85

【応募締切】
令和8年

９月18日（金）
消印有効
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発
行
／
秋
田
県
農
業
共
済
組
合
　
　
　
〒
010－0001 秋

田
県
秋
田
市
中
通
三
丁
目
４
番
50号

　
　
　
電
話
／
018－884－5222

あ
き
た
9

20
26

vol.3

行者菜

その3

加熱し過ぎると風味が損なわれるため、行者菜は調理の
終盤に加えます。生のままでも細かく刻めば薬味として
重宝します。醤油漬けにしてたれの材料にもおすすめ！

誠からの一言アドバイス♪

材料 �
行者菜１束、ご飯適量、調味料（味噌
500g、日本酒100cc、水100cc、砂糖
150g、卵黄２個）

つくり方 �
①�調味料を全て鍋に入れよく混ぜ合わ
せる。火にかけフツフツと味噌が沸い
てくるまで焦げ付かないよう木べら
で混ぜ続ける

②�行者菜を細かく刻み①に混ぜ合わせ、
一煮立ちしたら火を止め冷ます

③�バットにクッキングシートを敷き、お
にぎりを握ってのせる。グリルかトー
スターで両面を軽く炙ってから②を
片面に塗り、再度炙って味噌に焼き色
が付いたら完成

材料 �
行者菜１束、豆腐１丁、豚バラ肉100g、
卵１個、かつお出汁500cc、調味料（醤
油40cc、味噌40g、みりん20cc、豆
板醤10g、ラー油少々、おろしショウガ
少々）

つくり方 �
①�かつお出汁を鍋に入れ調味料を全て
加えて混ぜ合わせる。豆腐を４等分ほ
どに大ぶりで切り、鍋に入れ火にかけ
る

②�沸いてきたら豚肉を加え広げて火を
通す。３cmほどにざく切りした行者
菜を加え、卵をそのまま割り入れ２～
３分煮込む

③�器に盛り付け、半熟の卵を割りほぐし
ながらいただく

材料 �
行者菜１束、煮込み用の馬肉500g、焼酎
300cc、ショウガ１片、こんにゃく１袋、
ダイコン1/3本、醤油45cc、味噌60g、
みりん60cc

つくり方 �
①�馬肉は一口大に切り、水から茹でて
沸いてきたら茹でこぼし、アクを抜い
ておく

②�馬肉と焼酎を鍋に入れ、かぶるくら
いの水を足す。千切りにしたショウガ
を加え、落とし蓋をして火にかける。
沸いてきたら弱火にし、適宜水を足し
ながら１時間ほど煮込む

③�ダイコンは皮を剥いて一口大に切る。
こんにゃくも一口大に切って下茹で
する。②の鍋に加えて10分ほど煮込
んだら醤油、味噌、みりんを加える

④�最後に細かく刻んだ行者菜をたっぷ
りと加え、２～３分煮込んで完成

至土崎

新
国
道

至秋田駅山王十字路

山王大通り 竿燈大通り

いとく新国道店●

●秋田年金事務所

●

●隠家あわい

監
修

■10頁に関連記事

秋田市高陽幸町５–15　　☎018–823–3251
営業時間／17：30〜22：30  ※昼は要予約
定 休 日／日曜日

隠家あわい　店主　冨岡 　誠 さん
　秋田の旬の食材を使った料理を提供する小料理店「隠家
あわい」店主。「あきた郷土作物研究会」会員

行者菜味噌の
焼きおにぎり

行者菜入り
和風スンドゥブ

行者菜と
馬肉の煮込み
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